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館
報
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き
が
ね

学校開放委員会より 住民スポーツの日のご案内

◆日 時 ５月２６日（火）
２０：００～２２：００

◆場 所 関金小学校体育館

◆内 容 卓球・ラージボール卓球
（道具は準備してあります）

学校敷地内は

すべて禁煙！！!

ピック

アップ
倉吉市行財政改革に伴う新たな地域づくり組織を検討中

倉吉市が示す「地域のあり方に関する方針(案)」についての概要

１．検討の背景と目的

○本市において、地域コミュニティは、最も身近な自治公民館がその中心を担っているが、人口

減少等が進行し、各行事や共同作業の維持が難しくなっている状況が顕在化するとともに、高

齢者の移動手段の確保、空き家対策など自治公民館だけでは担いきれない新たな課題も出て

きている。

○市内１３地区に目を移すと、地区振興協議会等が各地区公民館を活動拠点として連携し、活動

に取り組んでいるが、多様な地域課題に総合的に取り組みができる体制の確立、活動の拠点

である地区公民館との連携の促進等の課題がある。

○行政も身近な地域に担っていただくことで効果が上がる様々な仕事を地域にお願いしているが、

地域としてもその対応に苦慮されている。

○このような状況を踏まえ、今後さらに厳しくなる人口減少社会に対応し、持続可能な地域をつく

るため、全市的なまちづくりを担う行政と役割を分担し、各地区を単位として、どのようにすれば

地域がより生活しやすくなり、「わが地域」として愛着と誇りを持てる地域にできるかを、自分た

ちの問題として考え、解決策を自ら実行できるよう地域コミュニティのあり方を検討する必要が

ある。

２．地域の組織の現状と課題

○自治公民館においては、各行事や共同作業の維持が難しくなっており、自治公民館の存続が

危惧される地域もあることから、自治公民館を補完し、自治公民館に共通する課題を共同処理

するとともに、広域的な地域づくりに取り組むような組織が必要である。

○市内１３地区を単位とする地区振興協議会、地区自治公民館協議会、地区社会福祉協議会等

各組織には組織・運営の硬直化、また事業や参加者の固定化、人材育成の難しさなど様々な

課題があるとともに、各組織が個別分野・課題を解決しようとする組織であることから、「自らの

地域はこうありたい」という大きなビジョンのもと、地域振興、地域福祉、地域防災、社会教育等

の多分野にわたる総合的な地域づくりを担う組織とその組織に地域づくりに積極的な住民が参

画できる仕組みが必要である。

目指すべき地域のあり方の方向性のイメージ

倉吉市よりこのたびの改革において、市内１３地区における「地域のあり方」に関する検討の意

向を受け、地区公民館をコミュニティセンター化し、地区振興協議会が基本となる新たな組織を指

定管理者とする組織改革について、関金地区として検討をはじめたところです。１月下旬の関金公

民館管理委員会において、公民館が事務局を持つ各関係団体の会長にも出席していただき、倉

吉市地域づくり支援課から下記のとおり方針案についての説明を受け、意見交換を行いました。

また、３月末には振興協議会役員会をひらき、管理委員会同様に市からの説明を受け、役員の

みなさんからも様々な意見を出していただきました。その中で、市が提案する組織体制に沿いつつ

も関金地区なりの新たな組織図案を示し、詳細については今後、振興協議会において検討委員会

を立ち上げ、協議していくこととなりました。

各団体の役員会、総会においてもこのことについての説明を予定していましたが、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響により、現状では会議自体の開催を中止または延期とせざるを得ない状況

です。地域のみなさんへの説明は、改めて場を設けて行う予定です。倉吉市は令和３年度から新

組織への移行を目指すとしています。

現状

〇市役所の各課等に合わせた縦割り

で横のつながりが不足

〇各組織の役員の重複、高齢化

〇多様化する住民ニーズに対応困難

〇事業のマンネリ化と参加者の固定化

〇若者の参画が少ない

〇事務局が地区公民館の組織は事務

局への依存度が高い

期待される効果

〇総合的な地域づくりの組織として、

地域住民のニーズに対応し、地域の

ビジョンが描ける。

〇地域の合意形成が図られる。

〇人材育成の一元化が図られる。

〇会議等の集約化が図られる。

〇行政等との連携・協力

○地区公民館は、社会教育施設としての役割とともに、地域づくり活動を支援する拠点施設としての役割を併せ持

つようになってきたが、今後多岐にわたる地域課題や高まる住民ニーズに対応できるよう機能充実を図る必要

がある。

３．目指すべき地域のあり方の方向性

○市内１３地区を単位とする地域の組織を統合し、地区振興協議会を基本として新しい地域づくり組織として再編

し、地域振興、地域福祉、地域防災、人材育成等多様な地域の課題の解決に総合的に取り組む地域づくりの実

行組織とする。組織の機構は、会長、副会長、事務局等を設置し、地域づくりの分野ごとに専門部会を設置する。

○地区公民館が社会教育と地域づくりの拠点となるため市がコミュニティセンタ－※を設置し、管理を新しい地域

づくり組織に指定管理者としてお願いする。また、事業実施に必要な職員体制を確保できるよう、指定管理者制

度の運用の中で必要な措置を行う。

※コミュニティセンターとは

社会教育の公民館の機能を保持したうえで、地域諸団体への側面的支援、諸団体間の調整、自立への支援の

役割を担うとともに、地域と行政のつなぎ役として、住民への的確な情報提供や各種情報の連絡調整を行うも

のと一般的に整理されている。



館報せきがねでは、地域の皆さ

まの声をお待ちしております。

掲載希望の記事などがございま

したら、関金公民館までご連絡

下さい。

（原稿の締切：毎月15日まで）

＊香典返し等の寄附を
受け付けています＊

皆様から寄付していただいた香典返

し等の寄付金は、関金地区の地域福祉

等の振興助成事業として活用をしてい

ます。自治公民館等の団体が施設整

備・環境整備を行った場合に費用の一

部を助成しています。今まで数多くの

自治公民館がこの助成事業を活用され

ています。今後もより多くの団体にこ

の事業を活用していただくために、ひ

きつづき住民の皆様方からの寄付を受

け付けています。

関金地区社会福祉協議会

（関金公民館内）

関金地区内にある文化財を紹介するコーナー♪

昨年から新シリーズとしてスタートしました！

ぜひ、行ってみてくださいね★

藤井谷廃寺塔跡

シリーズ「ふるさと探訪」

Ｖｏｌ．８

市指定史跡

関金町松河原

■指定年月日 昭和５３年１月１１日

８世紀に建立された天神野台地に立地する

古代寺院跡。享保１９年（1734年）の記録に礎

石建物等４棟がみえ、伽藍の整った寺院でした

が、現在は塔基壇と心礎が残っているだけです。

●6/14（日） 関金地区ソフトバレーボール大会

●7/5（日） 奥滝あじさいコンサート

●4/15（水） ふれあい給食サービス

～6/17（水） （主催：関金地区社会福祉協議会）

※７月以降の再開については、

関係者に追って連絡します。

イベントや事業の中止のおしらせ

ありがとうございました

金一封 牧田 晧司 様（滝川）

（故）母 幸子さん

金一封 山根 章 様（今西）

（故）父 喜好さん

香典返しとして関金地区に

ご厚志いただきました。

図書館所蔵の雑誌のうち、保存期間の過ぎた雑誌を無料で配布します。

と き：５月１７日（日）午後２時～２時３０分

ところ：関金総合文化センター１階 正面玄関ロビー

※午後２時から２時１５分までは、

冊数制限があります。

お１人さま、１タイトル２冊まで、

タイトルの制限はありません。

例）× 家の光 ４冊

○ 家の光 ２冊 ＋ 現代農業 ２冊

本も少しあります

持ち帰り用の袋を

ご持参ください。

せきがね図書館

開館時間：午前９時～午後６時

休 館日：毎週月曜（祝日の翌日）、毎月最終木曜日

電話･FAX：（0858）45-2523

和
気
あ
い
あ
い
関
金
句
会(

文
芸
ク
ラ
ブ
作
品
）

◆
菜
の
花
や
子
ら
の
登
校
待
ち
を
り
し

◆
麗
か
な
農
道
今
日
は
園
児
ら
も

◆
雪
柳
風
に
は
ら
は
ら
散
る
ひ
と
日

◆
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ふ
ん
わ
り
と
ん
で
吾
子
の
手
に

◆
遠
目
に
も
よ
め
る
寺
領
の
雪
柳

◆
さ
え
ず
り
の
し
る
き
峡
庭
や
昼
下
り

◆
在
り
し
日
の
方
丈
偲
ぶ
花
御
堂

◆
山
吹
の
黄
つ
つ
ま
し
き
一
重
か
な

◆
花
冷
の
朝
に
重
ね
し
母
の
衣

か
い
ど
う

◆
海
棠
の
色
こ
ぼ
れ
来
る
垣
根
越
し

◆
梨
の
花
あ
お
ぐ
昼
餉
や
幼
児
も

◆
一
本
の
目
に
余
り
あ
る
庭
桜

※
４
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正
と
お
詫
び

（
正
）
せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
や
さ
し
や
春
め
け
る

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

短

歌

◆
桜
咲
き
梅
ほ
こ
ろ
び
ぬ
春
待
て
ど

我
が
心
に
は
花
あ
ら
ず
し
て

◆
人
々
は
せ
つ
な
き
心
手
を
振
り
ぬ

特
攻
挙
手
し
て
空
に
飛
び
立
つ

◆
ア
カ
シ
ア
の
花
を
巡
り
て
蜜
蜂
の

訪
ね
残
さ
ず
人
よ
り
優
る

◆
経
木
帽
軽
く
お
さ
え
て
飛
ば
ぬ
よ
う

若
草
萌
え
る
薫
風
受
け
る

※
掲
載
希
望
の
方
は
関
金
公
民
館
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

山
本
節
三

住
友
ヤ
ヨ
イ

毛
利
紀
久
子

後
藤
恵
美
子

宮
本
佐
津
江

小
谷
圭
子

友
兼
由
喜
江

渡
邊

守

市指定無形民俗文化財

関金御幸行列

関金町関金宿、大鳥居

■指定年月日 平成２３年６月７日

湯関神社・大鳥居神社・日吉神社の三社の秋

季例大祭で催される大名行列を模した行列。

起源は江戸時代後期の天明年間（1781年～

1788年）に遡るといわれます。行列は、湯関神

社（平坦な道中行列）・大鳥居神社（登城形式

で登り坂道中行列）・日吉神社（下城形式で下

り坂道中行列）の順に、三社で違う所作と構成

の行列が同時に進行する形態に特色がありま

す。毎年９月第３日曜日前後に行われています。


